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学校現場体験からみる心理臨床家の専門性
１．これまでの取り組み
　本コロキアムの参加者の多くは、学校臨床研究会と
いう研究会に属している。この研究会は研究室内の有
志を中心に構成され、アドヴァイザーとして桑原知子
先生にも加わっていただいている。学校臨床研究会は
これまでにも、教師と心理臨床家の視点を調査研究で
比較するという方法によって学校現場における心理臨
床家の専門性について検討を行ってきた。このような
調査研究を軸とした方法の他に、心理臨床学の分野に
おいて従来重んじられてきた方法として、事例研究と
いう方法が存在している。事例研究では、ひとつひと
つの事例を丹念に検討することによって、心理臨床に
通底するテーマを見出し共有していくことが目指され
ているといえる。
　本コロキアムでは、学校現場に主に心理臨床の立場
から関わる大学院生の日々の取り組みの報告（学校現
場体験報告）とそれを基にしたディスカッションを繰
り返してきた。こうした方法、たとえば学校現場にお
いて体験している困難について参加者で意見交換を行
うという方法をとることで、参加者に共通する問題意
識が賦活され、そこから心理臨床家の専門性について
考える糸口が見出されると考えたわけである。
２．学校��体験報告より
　学校現場においては、我々心理臨床家も子どもたち
の目から見れば、「先生」という言葉で呼ばれる。こ
の「先生」という言葉をどのように受け止め、その上
でどのような役割を果たしていこうとするのか。ある
いは、相談室で個別に会っている子どもがいるクラス
に給食時に訪問を行うとき、どんなスタンスで教室に
入っていったらいいのか。これらは学校現場に関わる
上ではごく日常的な場面であるが（あるいは日常的で
あるからこそ）、こうした状況について考えることを
通じて、我々が心理臨床の立場から学校という場にど
う関わろうとしているのかということが、浮き彫りに
なってきやすい。またこうした議論を通じて，「専門
性」という言葉が意味するところは一体何であるのか
ということも、直接・間接を問わずに常に話題に挙
がってきた。ただし、このテーマは一朝一夕に論じら
れるようなものでもないため、今後も時間をかけて検
討していくべきであるといえる。その意味で本コロキ
アムは、各々の参加メンバーがこの問いにそれぞれ取
り組んでいくための端緒を開くという役割を担ってい
たともいえる。
　誤解を恐れずに言うならば、学校現場において求め
られる専門性というのは、次の２つが相補的に機能す
るものであるといえる。すなわち、①臨床心理学・心
理臨床学や精神医学などの専門的知識を身につけてそ
れを現場に還元していくこと、②現場の人々との生の
人間関に基づいて個別の支援の在り方を模索すること、
の２つである。学校現場体験報告という方法を通じて
為されてきたことは、この２つのうちの主に後者と関
連する議論であったといえる。
３．発達障害�ついてのシンポジウムの開催
　上述のような取り組みの可能性がある一方で、専門
的知識無くしては現場の問題に即した形での援助を考
えていくことは、やはり困難である。
　そこで本コロキアムでは、G-COEの発達障害プロ
ジェクトとの共同企画として、平成20年１月30日に、
�大会館において発達障害についてのシンポジウムを
開催した。講師には��大学大学院医学研究科の十一
元三教授をお招きし、事例検討会の形をとって行われ
た。参加者は本コロキアムに限定せず広く参加を募り、
その結果多様な観点からの活発なディスカッションを
行うことができた。この会を通じて、発達障害を考え
る上での大切な視点を得ることができたように思う。
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